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近年､機能材料､電子材料等の素材として高純度金属が求められ､金属の高純度化
研究が種々進められているが､その際､高純度化評価が一つの課題となる｡微量不純
物分析等による化学的純度評価法が一般に知られるが､現実的には不純物の極低減化
に伴い精確な分析は困難となり､また手間隙がかかるという問題もある｡これに対し､
残留抵抗比は簡便かつ有効な純度評価法として世界的に広く用いられている｡しかし､
残留抵抗比は高純度金属に残存する微量不純物元素の種類や濃度に対し1 : 1に対応
せず､また測定前に行う線状試料の焼鈍条件や書式料サイズ(直径等)によっても変動す
るなど､幾つかの問題点が指摘されている｡
したがって､本研究では銅､鉄､コバルトなどの高純度化を図るとともに､得られ
た各高純度金属の残留抵抗比を求め､測定用試料作製時の諸条件(焼鈍条件､試料形
状など)および微量不純物濃度等の影響を系統的に検討し､残留抵抗比により各高純
度金属の精確な純度評価を行うための基礎的データを求めた｡
ここに､上記研究課題において得られた研究成果を報告する｡
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概　要
銅､鉄､コバルト､クロムを対象に､イオン交換､溶媒抽出､水素プラズマ
アーク溶解､水素プラズマアーク帯溶融､電子ビーム溶解などの精製技術を適
宜組み合わせ､純度が異なる高純度金属を作製した｡次に､各高純度金属の微
量不純物濃度をGDMS分析､機器ガス分析等により求めた｡そして､これら
の高純度金属から線状試料を作製し､焼鈍等の前処理を施した後､残留抵抗比
(RRR: p298K/p4.2K≒F7298K/R 4.2K)を測定し､残留抵抗比に対する焼鈍条件､
試料形状､純度､微量不純物元素等の影響を検討した｡
本研究で得られた成果の概略(残留抵抗比により高純度金属の純度を精確に
評価するための要件)は以下の通りである｡
(1)残留抵抗に影響する物理的欠陥を除くため前焼鈍を行うが､その焼鈍に適
した条件(雰囲気､温度､時間等)を各金属に対して提案した｡
(2)高純度銅に関し試料直径と残留抵抗比の関係式を求め､サイズ効果の影響
が大きいことを明らかにした｡また､純度評価にはバルクでの残留抵抗比
値(試料直径を無限大に外挿した値)の比較が有用なことを示した｡
(3)純度が異なる各高純度金属(約99. 9%～99. 999%以上)を対象に､純度の向
上に伴い､残留抵抗比がどの程度の割合で増加するのかを明らかにした｡
(4)微量不純物元素及びその濃度の影響を調べ､例えば高純度鉄の残留抵抗比
に及ぼす微量リン濃度の影響を明らかにした｡
なお､具体的なデータに関しては､次頁以降の報告集を参照して頂きたい｡
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